
新学習指導要領に対応した学習評価
（中学校 数学科）

文部科学省
初等中等教育局
教育課程課教科調査官 水谷 尚人



「指導と評価の一体化」のための
学習評価に関する参考資料

【中学校数学】

学習評価に関する参考資料

第１編 総 説
第２編 「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の手順
第３編 単元ごとの学習評価について（事例）

第２章 学習評価に関する事例について
２ 各事例概要一覧と事例

事例１ 指導と評価の計画から評価の総括まで「 一次関数 」（第２学年）
事例２ 「知識・技能」の評価「 一元一次方程式 」（第１学年）
事例３ 「思考・判断・表現」の評価，レポートによる評価「 三角形と四角形 」（第２学年）
事例４ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価「 二次方程式 」（第３学年）

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_mid_sansu.pdf



1. 平成２９年改訂を踏まえた学習評価の
改善について

第１編 総 説
第２編 「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の手順
第３編 単元ごとの学習評価について（事例）

第２章 学習評価に関する事例について
２ 各事例概要一覧と事例

事例１ 指導と評価の計画から評価の総括まで「 一次関数 」（第２学年）
事例２ 「知識・技能」の評価「 一元一次方程式 」（第１学年）
事例３ 「思考・判断・表現」の評価，レポートによる評価「 三角形と四角形 」（第２学年）
事例４ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価「 二次方程式 」（第３学年）



① 児童生徒の学習改善につながるものにしていくこと

② 教師の指導改善につながるものにしていくこと

③ これまで慣行として行われてきたことでも，
必要性・妥当性が認められないものは見直していくこと

１（１）学習評価の改善の基本方針

学校における働き方改革が喫緊の課題となっていることも踏まえ，次の基本
的な考え方に立って，学習評価を真に意味のあるものとすることが重要。



１（２）各教科における評価の基本構造

個人内評価

 観点ごとに評価し、生徒の学習状況
を分析的に捉えるもの

 観点ごとにＡＢＣの三段階で評価

評 定

知識及び技能 思考力、判断力、
表現力等

学びに向かう力、
人間性等

学習指導要領に
示す目標や内容

知識・技能 思考・判断・
表現

観点別学習状況
評価の各観点

主体的に学習に
取り組む態度

感性、思いやりなど

• 観点別学習状況の評価や評定には示
しきれない児童生徒一人一人のよい
点や可能性，進歩の状況について評
価するもの。

• 観点別学習状況の評価の結果を総括するもの。
• 五段階で評価（小学校は三段階。小学校低学年

は行わない）



１（３）「知識・技能」の評価
個別の知識及び技能の習得状況について評価する。
それらを既有の知識及び技能と関連付けたり活用したりする中で，他の
学習や生活の場面でも活用できる程度に概念等を理解したり，技能を習
得したりしているかについても評価する。

※上記の考え方は，平成20年改訂を踏まえた評価の観点である
・「知識・理解」（各教科等において習得すべき知識や重要な概念等を理解しているかを評価）
・「技能」（各教科等において習得すべき技能を児童生徒が身に付けているかを評価）
においても重視。

＜評価の工夫（例）＞
 ペーパーテストにおいて，事実的な知識の習得を問う問題と，知識の

概念的な理解を問う問題とのバランスに配慮する。
 実際に知識や技能を用いる場面を設ける。

• 児童生徒に文章により説明をさせる。
• （各教科等の内容の特質に応じて，）観察・実験をさせたり，

式やグラフで表現させたりする。



一元一次方程式の解の意味（全国学力・学習状況調査平成28年数A3(2) ）

x に3を代入すると
両辺ともに6になる。

解は6である。30.9％
◎解は3である。48.2％

5.7％
14.7％



１（４）「思考・判断・表現」の評価

各教科等の知識及び技能を活用して課題を解決する等のために必要な思考力，
判断力，表現力等を身に付けているかどうかを評価する。

※上記の考え方は，平成20年改訂を踏まえた評価の観点である「思考・判断・表現」
の観点においても重視。

＜評価の工夫（例）＞
 論述やレポートの作成，発表，グループでの話合い，作品の制作や

表現等の多様な活動を取り入れる。
 ポートフォリオを活用する。



１（５）「主体的に学習に取り組む態度」の評価①
「学びに向かう力，人間性等」には，㋐主体的に学習に取り組む態度として観
点別学習状況の評価を通じて見取ることができる部分と，㋑観点別学習状況の
評価や評定にはなじまない部分がある。

㋐

㋑

学びに向かう力，人間性等

観点別学習状況の評価にはなじまない部分
（感性，思いやり等）

「主体的に学習に取り組む態度」として
観点別学習状況の評価を通じて見取るこ
とができる部分

個人内評価（児童生徒一人一人のよい
点や可能性，進歩の状況について評価
するもの）等を通じて見取る。

知識及び技能を獲得したり，思考力，
判断力，表現力等を身に付けたりする
ことに向けた粘り強い取組の中で，自
らの学習を調整しようとしているかど
うかを含めて評価する。

※ 特に「感性や思いやり」など児童生徒
一人一人のよい点や可能性，進歩の状況な
どについては，積極的に評価し児童生徒に
伝えることが重要。



１（６）「主体的に学習に取り組む態度」の評価②
「主体的に学習に取り組む態度」については，①知識及び技能を獲得したり，
思考力，判断力，表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組の中
で，②自らの学習を調整しようとしているかどうかを含めて評価する。

「主体的に学習に取り組む態度」の評価については、
①知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現
力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組を
行おうとする側面と、②①の粘り強い取組を行う中で、
自らの学習を調整しようとする側面、という二つの側
面を評価することが求められる。

これら①②の姿は実際の教科等の学びの中では別々で
はなく相互に関わり合いながら立ち現れるものと考え
られる。例えば、自らの学習を全く調整しようとせず
粘り強く取り組み続ける姿や、粘り強さが全くない中
で自らの学習を調整する姿は一般的ではない。

Ｃ

①粘り強く学習に取り組む側面

②
自
ら
学
習
を
調
整
し
よ
う
と
す
る
側
面

Ｂ

Ａ

「おおむね満足
できる」状況（Ｂ）

「十分満足できる」
状況（Ａ）

「努力を要する」
状況（Ｃ）

見過ごさず、支援してBに
引き上げてあげましょう。



１（７）「主体的に学習に取り組む態度」の評価③

＜評価の工夫（例）＞
ノートやレポート等における記述
授業中の発言
教師による行動観察
児童生徒による自己評価や相互評価等の状況を教師

が評価を行う際に考慮する材料の一つとして用いる

※「知識・技能」や「思考・判断・表現」の観点の状況を踏まえた上で評価
を行う。（例えば，ノートにおける特定の記述などを取り出して，他の観点
から切り離して「主体的に学習に取り組む態度」として評価することは適切
ではない。）

解決する上で困ったこと，うまくいったこと
などを表現させることも考えられる。

計算がうまくいかないけれど，どうしたら解ける
かよりよく考えようとしているなど。

「今日の授業は楽しかった」など内容と関わりない
記述のみを取り出して評価するわけではありません。



小単元や単元の学習
の後に記入。

学びの足跡シート



2. 「知識・技能」の評価について

第１編 総 説
第２編 「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の手順
第３編 単元ごとの学習評価について（事例）

第２章 学習評価に関する事例について
２ 各事例概要一覧と事例

事例１ 指導と評価の計画から評価の総括まで「 一次関数 」（第２学年）
事例２ 「知識・技能」の評価「一元一次方程式」（第１学年）
事例３ 「思考・判断・表現」の評価，レポートによる評価「 三角形と四角形 」（第２学年）
事例４ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価「 二次方程式 」（第３学年）



２（１）単元の目標と評価規準
「一元一次方程式」の内容のまとまり

(3)一元一次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ｱ)方程式の必要性と意味及び方程式の中の文字や解の意味を理解すること。
(ｲ)簡単な一元一次方程式を解くこと。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。
(ｱ)等式の性質を基にして，一元一次方程式を解く方法を考察し表現すること。
(ｲ)一元一次方程式を具体的な場面で活用すること。

内容のまとまりごとの評価規準（例）
【知識・技能】
・方程式の必要性と意味及び方程式の中の文字や解の意味を理解している。
・簡単な一元一次方程式を解くことができる。

【思考・判断・表現】
・等式の性質を基にして，一元一次方程式を解く方法を考察し表現することができる。
・一元一次方程式を具体的な場面で活用することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・一元一次方程式のよさに気付いて粘り強く考え，一元一次方程式について学んだことを生活や学習に生かそうとしたり，一元
一次方程式を活用した問題解決の過程を振り返って検討しようとしたりしている。（学年目標や観点の趣旨を参考にして作成）

学習指導要領の本文
（内容）です。

参考資料の巻末に
掲載しています。



「一元一次方程式」の単元の目標（※生徒主語）→学年目標を参考に作成

(1) 一元一次方程式についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，事象を数理的に捉えたり，数学的に解釈し
たり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。

(2) 文字を用いて数量の関係や法則などを考察することができる。
(3) 一元一次方程式について，数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそうとする

態度，問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を身に付ける。

「一元一次方程式」の単元の評価規準→内容のまとまりごとの評価規準（例）を参考に作成
【知識・技能】
①方程式の必要性と意味及び方程式の中の文字や解の意味を理解している。
②簡単な一元一次方程式を解くことができる。
③等式の性質と移項の意味を理解している。（「用語・記号」から）
④事象の中の数量やその関係に着目し，一元一次方程式をつくることができる。（「目標」から）
⑤簡単な比例式を解くことができる。（「内容の取り扱い」から）

【思考・判断・表現】
①等式の性質を基にして，一元一次方程式を解く方法を考察し表現することができる。
②一元一次方程式を具体的な場面で活用することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
①一元一次方程式の必要性と意味及び方程式の中の文字や解の意味を考えようとしている。
②一元一次方程式について学んだことを生活や学習に生かそうとしている。
③一元一次方程式を活用した問題解決の過程を振り返って検討しようとしている。

内容のまとまりごとの
評価規準に加えて

内容のまとまりごとの
評価規準を分割



時
間 ねらい・学習活動 重

点
記
録 備考

8 ・算数で学んだ方法と比較することなどを通して，方程式を活用して問題を解決する方法を理解
できるようにする。

知 知①：行動観察

9 ・方程式を個数と代金に関する問題など具体的な場面で活用することを通して，問題の中の数量
やその関係に着目し，一元一次方程式をつくることができるようにする。

知 知④：行動観察，
小テスト

思②：行動観察

10 ・方程式を過不足の問題など具体的な場面で活用することを通して，方程式を活用して問題を解決
する方法を理解することができるようにする。

知 知④：行動観察，小テスト
思②：行動観察

11 ・速さに関する問題を解決することを通して，方程式を用いて求めた解が問題に適しているかどう
かを考え，説明できるようにする。

思 ○ 思②：行動観察
小テスト

12 ・比例式の性質を知り，それを用いて比例式を解くことができるようにする。 知 知⑤：行動観察

13 ・比例式の性質を利用して具体的な問題を解くことができるようにする。
・振り返りシートに分かったことや疑問，問題の解決に有効であった方法などを記述することを通

して，学習の成果を実感できるようにする。

思
態 ○

思②：行動観察
態②③：行動観察，

振り返りシート

14 ・小単元で学習したことがどの程度身に付いているかを自己評価できるようにする。 知
思

○
○

知④：小テスト
思①②：小テスト

15 ・単元全体の学習内容についてのテストに取り組み，単元で学習したことがどの程度身に付いてい
るかを自己評価することができるようにする。

知
思

○
○

知①～⑤：単元テスト
思①②：単元テスト

２（２）各授業時間の指導のねらい，生徒の学習活動及び重点，評価方法等



２（３）一元一次方程式の立式について（第9時）
ねらい：方程式を個数と代金に関する問題など具体的な場面で活用することを通して，

問題の中の数量やその関係に着目し，一元一次方程式をつくることができるようにする。

導入問題
よしみさんが家族から買い物を頼まれまし
た。プリンとゼリーを全部で15 個買いま
す。2000円で，１個80円のプリンと１個
100円のゼリーをそれぞれ何個か買うと，
おつりが600円でした。よしみさんはそれ
ぞれ何個買ったのでしょうか。

授業終盤の小テスト(ここでの評価を指導に生かす)
ボールペン２本とノート３冊を買ったところ，代金の合計が710円になりました。
ボールペン１本の値段は130円です。ノート１冊の値段は何円でしょうか。

この問題を，方程式を使って解くことについて考えます。
（１）ノート１冊の値段を x 円として，方程式をつくりなさい。
（２）上記（１）でつくった方程式はどのような数量の関係を表していますか。

言葉で答えなさい。

小単元（一元一次方程式の利用）
の授業において



２（４）授業の計画（第10～14時）
第10時

過不足の問題を扱うが，このときに，方程式を活用して問題を解く方法を理解しているかどうかをみる「知識・技能」の小テ
ストを実施し，その後の指導に生かすようにする。
第11時

速さの問題について方程式を用いて解決すること，求めた解が問題に適しているかどうかを考え，説明することができるかど
うかをみる「思考・判断・表現」の小テストを実施する。
第14時

次の問題（事象の中の数量やその関係に着目し，一元一次方程式をつくる技能や，方程式の中の数量やその関係についての理
解を問う問題）を用いて評価を行う。

次の問題があります。
折り紙を何人かの子どもに配ります。１人に５枚ずつ配ると９枚足りません。１人に
３枚ずつ配ると15枚余ります。このときの子どもの人数と折り紙の枚数を求めなさい。

（１）子どもの人数を x人として，方程式をつくりなさい。
（２）（１）でつくった方程式はどのような数量の関係を表していますか。
（３） 折り紙の枚数をx枚として次のような方程式をつくりました。また，この方程式は

どのような数量の関係を表していますか。



２（５）行動観察やノートを基にした指導と評価
 行動観察については，授業中の生徒の発言やつぶやきの内容を捉えたり，

机間指導等を通じて生徒の学習への取組の様子，ノートの記述内容などを
捉えたりすることが考えられる。このような行動観察をするため，教材の
提示や発問のあり方を検討する必要がある。

 生徒が自分の考えを表現し，それをもとに評価ができるように，生徒同
士の対話やノートなどへの記述を促すことも大切である。これらの行動観
察によって捉えた生徒の学習状況を指導のねらいに照らして評価し，各生
徒への指導や全体への指導の方針を修正する。このように生徒一人一人の
学習の成立を促すための評価という視点を一層重視すること
により，教師が自らの指導のねらいに応じて授業の
中での生徒の学びを振り返り，学習や指導の改善に
生かしていくというサイクルを大切にしたい。



移項して一次方程式を解くことができるように指導し，一次方程式を解く過程で，
次のような発問を行い，理由をノートに記述するよう指示する。

《発問》 「①の式から②の式への変形では，7を左辺から右
辺に移項しています。移項してよい理由は，等式の性質を基
に説明することができます。7を移項してよい理由をノート
に書きなさい。」

評価規準「移項の意味を理解している。」(知③)について，机間指導等を通して「①の式の
両辺から同じ数である7をひいても等式は成り立つから，移項してよい。」と説明することがで
きているかどうかなどを確認する。説明ができていない生徒には，移項の意味を前時のノート
や教科書を開いて見直すことを促すなど学習改善を図るようにする。

本小単元の終盤では，小テストを実施するとともに授業後に
ノートを集め，移項についての事実的な知識を身に付けている
かどうかだけではなく，等式の性質と結び付けて理解するなど，
より概念的な理解ができているかどうかについて評価する。



２（６）小テストなどを基にした指導と評価
x の係数が整数，小数，分数である一次方程式や，かっこを含む一次方程式を解くことができるように
指導する。

授業の最後に，次のような問題などを使って小テストを実施する。

小テストを回収し，評価規準「簡単な一元一次方程式を解くことができ
る。」(知②)について，(1)～(6)のような一次方程式を解くことができる
かどうかについて評価する。その際，問題の種類や数については生徒の理
解や学習状況によって適切に変えていくことも必要である。また，個々の
生徒のつまずきやすい点など把握した内容については，その後の学習指導
にも生かすことができるよう工夫する。



3. 「思考・判断・表現」の評価について

第１編 総 説
第２編 「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の手順
第３編 単元ごとの学習評価について（事例）

第２章 学習評価に関する事例について
２ 各事例概要一覧と事例

事例１ 指導と評価の計画から評価の総括まで「 一次関数 」（第２学年）
事例２ 「知識・技能」の評価「 一元一次方程式 」（第１学年）
事例３ 「思考・判断・表現」の評価，レポートによる評価「三角形と四角形」（第２学年）
事例４ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価「 二次方程式 」（第３学年）



３（１）問題づくりに関する授業
ねらい：平行四辺形になるための条件を用いた証明を振り返り，それに基づいて問題づくりを

することを通して，統合的・発展的に考えることができるようにする。

問題１
□ABCDの１組の対辺AD，BC

の中点をそれぞれM，Nとすれば，
四角形MBNDは平行四辺形にな
ることを証明しなさい。

Ａ

Ｂ Ｃ

ＤＭ

Ｎ



３（２）評価の方法
＜レポートの内容＞
(１) つくった問題
(２) その問題の証明
(３) 問題１の問題や証明と関連させて，

どのような考えで問題をつくったか
(４) 問題をつくってみての感想

評価 評価の視点

「おおむね満足でき
る」状況（Ｂ）

問題をつくった上で，どのようにしてその
問題をつくったかを説明できる。

「十分満足できる」
状況（Ａ）

問題をつくった上で，どのようにしてその
問題をつくったかを問題１と関連付けて説
明できる。



レポートによる評価
（生徒の記述例）



レポートによる評価
（生徒の記述例）



4. 「主体的に学習に取り組む態度」の
評価について

第１編 総 説
第２編 「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の手順
第３編 単元ごとの学習評価について（事例）

第２章 学習評価に関する事例について
２ 各事例概要一覧と事例

事例１ 指導と評価の計画から評価の総括まで「 一次関数 」（第２学年）
事例２ 「知識・技能」の評価「 一元一次方程式 」（第１学年）
事例３ 「思考・判断・表現」の評価，レポートによる評価「 三角形と四角形 」（第２学年）
事例４ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価「二次方程式 」（第３学年）



４（１）学びに向かう力の育成について
自分の学びを振り返り，
次の学びや生活に生かす力を育む授業
に授業改善の視点

どうしたら，振り返る内容を充実させ，次に生かせる気付きに導くこと
ができるだろうか。 「主体的な学び」の視点

例えば，二次方程式の解き方（中3）の授業で…

既習の二次方程式の解き方を振り返り，授業では何ができて何が
できなかったのか，よりよく解くにはどうするかなどを考える

考えたことをまとめて共有する

ただ解いて答え合わせをして終わりだけではなく，振り返って
考えたことを基に次の学習に生かす

具体的な手立て（例）
・自分の学びの過程を蓄積し，

成長を確かめられるようにする
・友達からの視点を取り入れられ

るようにする



４（２）これまでの学びを振り返る
まことさん（架空）の答えはあっているかな？
どうしたら確かめられるでしょう？

典型的な間違い等を提示し，確かめ，
改善する。

ノートを見直し，自分の間違い傾向を把握
→解き方の改善

この経験を別課題の学習にも生かす。
→学びの調整の仕方を経験する。



ここ数時間のノートなどを
見直し，自分の弱点などを
知る。

自分にとって一番気を付けたいことを記述
→今後の授業で生かしていく！



新学習指導要領に対応した学習評価
（中学校 数学科）

文部科学省
初等中等教育局
教育課程課教科調査官 水谷 尚人


